
種山ヶ原は今 53 

6 月 7 日 山開き 

「種山ヶ原」への道 

種山ヶ原に入ると 

コロコロと春ゼミ合唱隊 

が迎えてくれる 

  暑い時は正に蝉しぐれ 

  「エゾハルゼミ」という 

林には 

タニウツギ 

 蓮華ツツジ 

 

 

 

 

 

 

やがて 

落葉松林 

今若芽が柔らかく 

森を包んでいる 

 そして、冬に入る前 

  落葉松の葉が林の道に一斉に 

 落ちて、茶色の世界になる。 

 独特な世界だ。しかし、いつも 

 私が行くと、多分鹿のわなかけ 

 の人だろう、車の跡が一筋。 

いつも不思議に思うこと 

 「ハルゼミは天気が良くなると 

一斉に鳴き始める。」  

なぜだろう？ 

 



「賢治の森」への入口   

入口を 

真直ぐ上ると 

「空と雲と牧草地の見えるベンチ」 

 

 

 

 

 

 

 

                          「ウバユリ」が増えてきました 

  

 

 

 

                              

 

 

テーブルとベンチがあ 

り、種山ヶ原の草原や 

物見山が見え、空と風 

と草原の一つのキャン 

バスを見ているようで 

す。 

                              

 

 

木々のトンネルから山登りになります。やがて右手に物見山と草原が。 

                         道端に「チゴユリ」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



木々のトンネルを抜けると 

 

 

 

 

 

 

「賢治の森」 眼下には胆沢平野、西に奥羽山脈 「蓮華ツツジ」真っ盛り 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                    小さな「春りんどう」も 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

賢治の森のすぐ下には広い牧草地が。風が草地を流れ、さわやかです。                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



種山ヶ原の木々 

ヤマボウシ   「ヤマボウシ 坊主頭に 白い襟 」 

 

                                    山は白いヤマボウシでおお 

われています。 

ボウシは帽子ではなく、山                                

く、法師とか。                  法師のことのようです。 

中心が法師の頭、花びらが 

白い頭巾に見立てたようで 

す。 

ようです。         秋にはブローチのような

赤い実をつけます。 

         熊や鳥たちにとってはおい

しい食べ物です。 

人間にとってもお 

いしいです。落ちた実のほ

う 

が、おいしいです。 

                                

                         

               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 



 

「種山ヶ原」を守る人々 
 
 
 


